
  
 

平 成 ２ ８ 年 １ ２ 月 ８ 日 

総 合 政 策 局 物 流 政 策 課 

 
平成２８年度グリーン物流パートナーシップ優良事業者表彰の受賞者決定について 
 
 
 

 
 

国土交通省では、物流分野における環境負荷の低減や物流生産性革命の推進の観点から特に顕著な

功績のあった事業者に対し、大臣表彰１件、他３件を授与することを決定いたしました。 
受賞事業者には、１２月１４日（水）に開催の「グリーン物流パートナーシップ会議」において表彰を行うと

ともに、取組内容の発表を行っていただく予定です。参加をご希望の方は下記をご参照の上お申し込み下

さい。 
 
１．受賞者 

・国土交通大臣表彰 
「持続可能な食品物流のプラットフォームの構築と運営」     味の素株式会社 他 9 社 

・国土交通省物流審議官表彰 

「長距離高速バスを利用した貨客混載輸送の取組」  株式会社ジェイアール東日本物流 他 2 社 

・グリーン物流パートナーシップ会議特別賞 

① 「IoT によるトラック待機時間短縮と 31ft 鉄道コンテナを活用した物流効率化の取組」 

神戸モーダルシフト推進協議会 他 5 社 

 ② 「泡盛の沖縄県外への出荷物流の共同化の取組」 株式会社ダイワコーポレーション 他 1 社 

※受賞者の一覧及び受賞事業の詳細は別紙のとおり。 
※経済産業省の表彰案件は、下記の URL に掲載しております。 

http://www.meti.go.jp/press/2016/12/20161208002/20161208002.html 
 
２．第１５回グリーン物流パートナーシップ会議（表彰式）開催概要 

【 開 催 日 時 】 平成２８年１２月１４日（水）１４：００～１６：３０ （開場１３：３０） 
【 会    場 】 日経カンファレンスルーム （日経ビル ６階） （東京都千代田区大手町１－３－７） 
※第１５回グリーン物流パートナーシップ会議の開催案内、参加申込、会員登録方法のほか、会議に関す

る情報は、右記のＨＰに掲載しております。http://www.greenpartnership.jp/ 
 

問い合わせ先：国土交通省総合政策局物流政策課  
伊東、富田、堀（内線：53-315、25-402、53-334） 

代表 03-5253-8111 直通 03-5253-8799 
FAX 03-5253-1559 

 

平成 28 年度グリーン物流パートナーシップ優良事業者表彰について、国土交通大臣表彰１件、国土

交通省物流審議官表彰１件、グリーン物流パートナーシップ会議特別賞２件の表彰を決定いたしまし

たのでお知らせいたします。 

経済産業省 同時発表 



（別紙） 
○経済産業大臣表彰  
＜受賞者名＞ 
イオングローバルＳＣＭ株式会社、花王株式会社、向島運送株式会社、福山通運株式会社 

 

＜功績概要＞ 

これまで自社内で実施していたトレーラー中継輸送を、異業種の荷主が連携し実施することで以下の効果を

実現。 

①両社の物流網を活かした効率輸送によるコスト改善と CO2 削減 

②長距離トラックドライバーの業務環境改善 

③輸送時のロードファクター改善 

④業務時間帯の見直し、再編成による定時運航、待機時間の低減 

 
○経済産業省商務流通保安審議官表彰  
＜受賞者名＞ 
株式会社パスコ、TOTO 株式会社、中越運送株式会社 

 

＜功績概要＞ 

荷主である TOTO とその物流事業者への情報化ツール導入による業務効率化を図り、共通 KPI 設定によ

るCO2排出量 削減、走行距離短縮・配車計画作業軽減による労働力生産性向上による業務改善の活性化

を推進。 

 

○グリーン物流パートナーシップ会議特別賞  
＜受賞者名＞ 
一般社団法人ビジネス機械･情報システム産業協会、日本通運株式会社、リコーロジスティクス株式会社 

 

＜功績概要＞ 

顧客先で使用された各メーカーの複写機/複合機、デジタル印刷機の回収拠点を集約し、共同輸配送を図る

ことで CO2 排出量の削減、機器の高い再資源化率の維持を可能とする。 



国土交通大臣表彰

持続可能な食品物流の実現を目指した食品企業物流プラットフォームの構築と運営
（F-LINEプロジェクト）

CO2 削減量 216.0 t-CO2/年、CO2 削減率 19.1%

受賞者

味の素㈱、カゴメ㈱、日清オイリオ
グループ㈱、日清フーズ㈱、ハウ
ス食品グループ本社㈱、㈱Mizkan
、味の素物流㈱、全国通運㈱、日
本貨物鉄道㈱、日本通運㈱

食品メーカー６社の共同による、モー
ダルシフト、共同輸配送等の「ハード
面」での改善及び製造・配送・販売の
流通過程での食品業界の仕組みや
ルールの標準化等「ソフト面」での改善
を通し、CO2排出量削減、省労働力化
を実現。

国土交通省物流審議官表彰

長距離高速バスを利用した貨客混載輸送の取組

CO2 削減量 91.7 t-CO2/年、CO2 削減率 94.5%

受賞者

㈱ジェイアール東日本物流、ジ
ェイアールバス東北㈱、東北鉄
道運輸㈱

長距離高速バスと首都圏駅ナカ等のコンビ
ニへの仕分け・配送を担う倉庫・配送セン
ターを組み合わせることにより、複数の商品
を必要な分だけ定期的に首都圏の各店舗
へ安価に納品できる物流の仕組みを構築。

グリーン物流パートナーシップ会議特別賞

IoTによるトラック待機時間短縮と31ft鉄道コンテナを活用した物流効率化の取組

CO2 削減量 207.4 t-CO2/年、CO2 削減率 63.9%

受賞者

神戸モーダルシフト推進協議会、
ネスレ日本㈱、全国通運㈱、日本
貨物鉄道㈱、日本アイ・ビー・エム
㈱、㈱ジェナ

配送業者、倉庫業者と連携するためのIoTシ
ステムの導入により、トラック待ち時間の削減
を実現。また、31ftコンテナの導入による配送
効率向上やオペレーションの効率化により、
モーダルシフト輸送の経済優位性を実現。

泡盛の沖縄県外への出荷物流の共同化の取組

CO2 削減量 6.6 t-CO2/年、CO2 削減率 27.5%

受賞者

㈱ダイワコーポレーション、
沖縄県酒造組合

出荷輸送の共同化、共同物流センター(東京)の設
置等、沖縄県酒造組合の加盟メーカーの物流共
同化により、CO2排出量の削減や物流の効率化、
リードタイム短縮といった物流サービスの高度化
を実現。

味の素ハウス食品

トレーラーに混載しパレットで輸送

Ｈ２８年度グリーン物流パートナーシップ会議優良事業者表彰一覧（国交省）
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